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── はじめに
1906 年 6 月 24 日（日）、『子ども向け日曜新聞』（Il giornalino della domenica）が創刊された
（以下本稿では GDD と記し、イタリック体での表記は省略する）。GDD の編集者はヴァンバ
（Vamba）のペンネームを持つ、ルイージ・ベルテッリ（Luigi Bertelli、1858－1920 年、以下本
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20世紀初頭のイタリアにおける国民意識創出の試み
─ 子ども向け日曜新聞 Il giornalino della domenica と
Luigi Bertelli についての一考察
上野隆生 UENO Takao
── はじめに
1 ── 世紀転換期のイタリア
2 ── Luigi Bertelliあるいはヴァンバについて
3 ── Il giornalino della domenica に見るヴァンバの論調
── おわりに
【Abstract】This article focuses on Luigi Bertelli (alias Vamba) and the initial stage
of Il giornalino della domenica (1906-1927), specifically, between June 1906 and
December 1907. That means the period of Giolitti, or in the midst of the “giolit-
tismo”. Both Vamba and Il giornalino della domenica are worthy of attention for
analyzing the background of the nationalism in Italy. Deeply influenced by the
Risorgimento, as well as Garibaldi and Mazzini, the “latecomer” Vamba aimed to
build a unified community of Italian children and to form a firm national identity
in the would-be Italian nation. 
Because he assumed readers of the paper as children or younger people, Vamba was
deeply aware of its educational effects. But far from the traditional teachers’ way of look-
ing down children, Vamba did take children as company or friends. Il giornalino della
domenica is also distinguished by its highly artistic mind, such as various novels, poems,
correspondence, short stories, allegories, photos, and unique and wonderful illustrations.
Instead of making children bored, Vamba tried to encourage them to be curious and intelli-
gent. Il giornalino della domenica was published to attain these wide-ranged purposes.
Probing into Vamba’s articles of Il giornalino della domenica, we can draw a conclu-
sion that Vamba emphasized two basic values. One is peculiar to Italy and the other is
quite universal : the former is the formation of national identity or national consciousness
as Italian, and the latter is the good faith (“bontà” in Italian) and consideration for others.
It can be said that both of them are integral to each other, although there existed funda-
mental contradiction between the two values. With that ambivalence, these values would
nurture the nationalism which was at that time still in embryo.
稿ではヴァンバと記す）で、発行所はフィレンツェのベンポラード（R.Bemporad&Figlio）であ
った。
GDD ならびにヴァンバについては、日本のイタリア文学史およびイタリア史において、
ほとんど触れられてこなかった。たとえば、初の本格的なイタリア文学通史といってよい
『イタリア文学史』においても、『イル・レーニョ』（Il Regno、1903－1906 年）、『イル・レオナ
ルド』（Il Leonardo、1903－1907 年）、『ラ・ヴォーチェ』（La Voce、1908－1916 年）、『ラチェル
バ』（Lacerba、1913－1915 年）などには言及されているが１）、GDD への言及はない。あるい
は、イタリア文学史を簡潔に鳥瞰したポール・ギショネの『イタリア文学史』においても、
『クオーレ』（1886 年）や『ピノッキオの冒険』（1883 年）の「成功」に触れた上で、20 世紀
の雑誌・文学運動として、『イル・レオナルド』や『ラ・ヴォーチェ』については紹介してい
るが２）、やはり GDD 及びヴァンバには触れていない。
また日本で出されているイタリア史の概説書においても、フィレンツェにおける 20 世紀
初頭の雑誌文化について詳細に触れているものはあるが３）、GDD 及びヴァンバについての
言及はない４）。おそらく GDD について扱った論考としては安藤美紀夫「イタリア児童文学
と『日曜新聞』の作家たち」が唯一のものと思われる５）。また、ヴァンバの『ジャン・ブラ
スカの日記』を訳出した池上俊一「訳者あとがき」は、ヴァンバや GDD についても紹介
している６）。これらは貴重な論考ではあるが、文学的観点ないしは児童文学的観点から
GDD を概括的に扱っている傾向が強い。
一方、ファシズム期のバリッラ少年団７）を軸にさまざまな催し物が企画実施されたこと
に関して、「大衆の組織体験という手段による政治的社会化の手続きである」として、これ
は「幼児や若者を政治的に動員するという 20 世紀初期の実験、とりわけ Luigi Bertelli の
Giornalino della Domenica についての組織化の試みに結び付けるもの」であり、「《Giornalino
della Domenica》は正真正銘の青年の党派であった」と指摘されている８）。
本稿は、ファシズム期へ連なる国民意識の形成という文脈も視野に入れながら、GDD に
掲載されたヴァンバの論考を具体的に取り上げて紹介しつつ、その特質を探ることが目的
である。1927 年まで続いた GDD の詳細な通時的分析は稿を改めて行うこととし、本稿で
は創刊から 1 年程度の時期に限定して、初期の GDD を中心に論ずる。創刊当初に対象を
絞るのは、初発の段階に特質が集約的に現れる可能性が高いことに加えて、次のような理
由がある。すなわち、1906 年は第三次ジョリッティ内閣が成立し、いわゆるジョリッティ
時代の全盛期に当たり、フィレンツェを中心に雑誌文化が花開いていた時期でもある。さ
らに、1910 年にはフィレンツェでイタリア・ナショナリスト協会が結成されるように９）、ナ
ショナリズムへ傾斜していく前段階の時期でもある。そのため、特に創刊初期の GDD を
取り上げることとしたい。
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1 ── 世紀転換期のイタリア
1861 年、イタリア王国が成立し、サルデーニャ王ヴィットーリオ・エマヌエーレ二世が
イタリア国王となった。以下、20 世紀初頭に至るイタリアの状況を概観しておこう 10）。
イタリア統一と独立への動きはマッツィーニ（Giuseppe Mazzini、1805－1872 年）が 1831
年に結成した「青年イタリア」の登場で加速した。マッツィーニは、イタリアの統一と独
立を表裏一体のものとして位置づけるとともに、自由・平等・進歩・義務を強調し、目的を
共有する共同体としてのアソシアツィオーネ（associazione）という独特の概念を創出し、共
和主義を強く主張した 11）。マッツィーニを「イタリア民族の使徒」とするならば 12）、それ
を受け継いだのがカヴール（Camillo Benso di Cavour、1810－1861 年）とガリバルディ
（Giuseppe Garibaldi、1807－1882 年）であった。出自や背景も含め、両者は性格的にも政治的
にも正反対であった 13）。一時両者は連携したが、1858 年にプロンビエールの密約が結ばれ
ると、ガリバルディはこれに失望してカヴールとは距離を置いた。1860 年 4 月、シチリア
でナポリのブルボン政府に対する蜂起が起きた。5 月、ガリバルディは千人隊を率いてシ
チリア東岸のマルサーラに上陸、瞬く間にパレルモを解放すると、メッシーナ海峡を渡っ
てナポリに入り、南イタリア全体を支配下に置いた。しかし、このような動きがローマに
拡大することを恐れたカヴールは、ガリバルディの動きを抑えた。結局、10 月にシチリア
とナポリは住民投票で南部全体がヴィットーリオ・エマヌエーレ二世の王国に併合されるこ
とを選んだ 14）。
リソルジメント（イタリアの統一）は達成されたが、フランス軍の侵攻は断続的に行わ
れ、不安定な情勢がいた。1865 年にはそれまで首都であったトリノからフィレンツェに遷
都、トレンティーノなどは依然としてオーストリア領のままであったため、「未回収のイタ
リア」を取り戻そうとするイレデンティズモの運動が続いた。1870 年の普仏戦争でフラン
スが敗北したのを機に、ヴィットーリオ＝エマヌエーレ二世は教皇ピウス二世に対してロ
ーマ進駐の必要性を説いたが、ピウス二世がこれを拒否したため、9 月 20 日にイタリア王
国軍はローマに進撃、ピア門を破ってローマに入った。翌 10 月、ローマとその周辺地域
で住民投票が行われ、ローマのイタリア王国への統合が承認された 15）。翌 1871 年 7 月に
は政府組織がローマに移転、国王もローマに移り、ローマを首都とすることが決まった。
だが、マッシモ・ダゼーリョ（MassimoTaparelli d’Azeglio、1798－1889 年）の「イタリアはつ
くられた。あとはイタリア人をつくらねばならない」16）や、デ・サンクティス（Francesco De
Sanctis、1817－1883 年）の「祖国統一を実現するのは文化だ」17）などの指摘どおり、国民意
識の形成を始め、南北間の格差の拡大、非識字率の高さ（1871 年時点で 73％）と初等義務
教育制度の確立、言語の統一、など深刻な問題が山積していた。1876 年には、マッツィー
ニやガリバルディとともに行動し、共和制を追求してきた、歴史的左派のデプレーティス
（Agostino Depretis、1813－1887 年）が政権についた。しかしながら、すでにリソルジメント
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時代の革新性を喪失し、保守的・家父長的傾向を強めるとともに、政治的信条なき妥協と無
節操な多数派工作を特色とするトラスフォルミズモ（trasformismo、「移行主義」）によって歴史
的左派政権は継続した。このトラスフォルミズモは、フランチェスコ・クリスピ（Francesco
Crispi、1819－1901 年、ガリバルディの千人隊で副官を務めた）政権でも、またジョヴァン
ニ・ジョリッティ（Giovanni Giolitti、1842－1928 年）政権でも踏襲され、イタリアの政治風土
に深く根を下ろすこととなった。
世紀転換期をはさみ、イタリア経済は好転したが、南北格差は深刻であるとともに 18）、
国王ウンベルト一世の暗殺（1900 年）など、政治情勢は必ずしも安定しなかった。しか
し、ジョリッティは「いよいよイタリアの新時代の幕開けである」と述べた 19）。以後 1914
年まではジョリッティ時代と称され、ジョリッティは一時政権を離れた時期はあるもの
の、断続的に第四次まで内閣を組閣している。
1891 年に 630 億リラであった GDP は、1901 年には 749 億リラに拡大した。経済成長は
進んだが、矛盾も噴出した。たとえば 1901 年には 1000 件以上の工場ストライキが起き、
農村でも 600 件以上の争議が発生した。1901 年から 1902 年にかけてのストライキや農業
争議の結果、賃金は約 15%上昇し、労働時間も 12 時間に減少した。1904 年にはストライ
キ中の坑夫に警察が発砲した事件をきっかけに初めてゼネストが起き、ミラノ、トリノ、
ボローニャ、ローマなどに拡大した 20）。
ジョリッティ時代は、このような歪みと格差の時期でもあった 21）。世紀転換期からジョ
リッティ時代にかけて、とりわけ中小ブルジョワジーに読まれたのが、エドモンド・デ・ア
ミーチス（Edmonodo De Amicis、1846－1908 年）の『クオーレ』22）とカルロ・コッローディ
（Carlo Collodi、1826－1890 年）の『ピノッキオの冒険』23）であった。特に前者は、1885～
1906 年の 20 年間に 30 万部が売れた 24）。これは識字率の上昇や義務教育普及を物語るも
のであり、1882 年から 1911 年の間に公務員数が 68%増加したことや 25）、1897 年から
1914 年にかけて国民所得が 50%以上も上昇したことなどを勘案すれば 26）、都市部を中心
に中間層あるいは中小ブルジョワジーが形成されていったことが窺われる。
この時期に、フィレンツェを中心にした雑誌文化が花開いた背景には如上の社会経済状
況があったといえよう。『レオナルド』、『ラ・ヴォーチェ』、『ラチェルバ』などの雑誌が相次
いで発行され、これらに関わったプレッツォリーニ（Giuseppe Prezzolini、1882－1982 年）や
パピーニ（Giovanni Papini、1881－1956 年）などをめぐっては、社会思想史的観点から分析
検討がなされている 27）。ジョリッティ時代に知識人は激しく反体制化したといわれ、とり
わけ比較的若い層において、反ジョリッティを掲げる傾向は顕著となった 28）。たとえば、
プレッツォリーニはジョリッティ体制を「金と恩恵とペテン」がまかり通ると評し、『ラ・ヴ
ォーチェ』誌上で激しいジョリッティ批判を重ねた 29）。このような若者の「文化的反抗」
が生起するのは、ジョリッティズモ（giolittismo）が文化のない政策として軽蔑されたから
でもある。同時に、イタリア統一後、ジョリッティ時代ほど知的論争やイデオロギーの再
検討が盛んであった時代はなかったとも評される 30）。1914 年 3 月にジョリッティは政権を
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下りるが、第一次世界大戦は目前に迫っていた。すなわち、ナショナリストの諸運動と若
者の「文化的反抗」及び反ジョリッティズモの気運とが、参戦・革命・ファシズムなど現状
打破の方向で新たな展開を見せていく直前の時期であった。哲学者ジェンティーレ（Gio-
vanni Gentile、1875－1944 年、ファシズム期の 1923 年の教育改革で有名）はジョリッティ
とマッツィーニを悪と善とに対比し、ジョリッティを利己的で物質主義的な「古いイタリ
ア」の生ける象徴と考えるとともに、それは戦争によって生まれる「新しいイタリア」に
よって破壊されるだろう、と指摘している 31）。
2 ── Luigi Bertelliあるいはヴァンバについて
本節では、ヴァンバの経歴を概観し、その人物像の一端を探ることにしたい 32）。
ヴァンバは、1858 年 3 月 19 日、フィレンツェで生まれた。スコローピ修道会（Padri
Scolopi、1617 年に設立され、貧しい子どもたちの教育に当たった）の学校で学んだが、早くも
10 歳にして雑誌『かたつむり』（Il Lumaca）を発行した。同誌は手書きで少部数の発行であ
ったが、諷刺的で反オーストリア的であった。それもあって、同校教師の神父に没収され
たりした。ヴァンバは、生まれながらのジャーナリストであったと言えよう。短期間南イ
タリア鉄道に勤務した後、ローマで発行されていた雑誌『打ちこわし隊長』（Capitan Fracassa）
に快活な書信や機知に富んだ諷刺を書いて送った。それに接した編集者のガンドリン
（Gandolin）は、自身が諷刺画家でもあったためかヴァンバを評価し、1884 年、ヴァンバに
同誌の編集部入りを提案し、ヴァンバを招いた。当時の Capitan Fracassa は自らの編集室を
《黄色いサロン》（Saloni gialli）と自称していたが、カフェ・モルテオ（Caffè Morteo）二階の狭
く古い部屋であった。だが、そこに出入りしていたのは、詩人で後にノーベル文学賞を受
賞するジョスエ・カルドゥッチ（Giosuè Carducci、1835－1907 年）や耽美主義の旗手となるガ
ブリエル・ダヌンチオ（Gabriele D’Annunzio、1863－1938 年）を始め、錚錚たる人物たちであ
った。ヴァンバが最初に編集部のサロンに現れた際の印象を、後にヴァンバの協力者とな
るウーゴ・フレーレス（Ugo Fleres）は、「黒いひげと縮れ毛で……帽子を斜に被り、口に小さ
なパイプをくわえ、外観はいたずらっ子か山賊だった」と記している 33）。この頃からヴァ
ンバというペンネームを使用し、およそ一年に亙り詩や諷刺を執筆した。ヴァンバという
ペンネームは、ウォルター・スコットの『アイヴァンホー』（Ivanhoe）に登場する「道化師」
ウォンバ（Wamba）に由来する。ウォンバは諷刺と好奇心、おどけとからかい、を体現し
ている 34）。ヴァンバもからかいを思いつき、実行に移すことにおいては人後に落ちなかっ
た。
ヴァンバは、1887 年に『白髭』（Il Barbabianca）を刊行した。同書は、同年に死去したデプ
レーティスに関する警句や諷刺を集めたものであった。その後もヴァンバは宰相クリスピ
を取り上げ、諷刺の対象とした。だが、ヴァンバは、野心、下品な言動、日和見主義、な
どを酷評する一方、常に温情ある上品なやり方で接した。根底には、よい人々になって欲
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しいという意図があり、ヴァンバの論争的なやり取りや精神的なモットーには、常に文化
的で道徳的な側面があった。これが後に子どもたちに向けられることになる。
1890 年 12 月 25 日、ヴァンバは週刊誌『ジョットの丸：明るく丸い雑誌』（L'O di Giotto :
giornale chiaro e tondo）を創刊した。同誌は、1892 年 12 月 25 日の 53 号まで続いた。さら
に、1901 年には『ささいなこと：人民の政治週刊誌』（Il Bruscolo : giornale politico settimanale del
popolo）を創刊した。1905 年 4 月 30 日号でヴァンバはその終刊を告げた。ヴァンバはその
一年余り後に GDD を創刊する。それまでの期間は「企画を熟成させる継続的な準備」の
ための時間となったと指摘し、それまでの政治諷刺を中心とした雑誌とは異なる子ども向
け新聞の創刊について、ロッシは次のようにヴァンバを評している。
ヴァンバには、ユーモアの下に感傷的なものがあり、からかいの下に公私の生活への
真面目で深い感覚があった。……ヴァンバは、ジャーナリストであるとともに教養人
であり……リソルジメントの最も熱心な研究者であった。また、ジュゼッペ・マッツィ
ーニを手本として思想形成したため、その考えや皮肉には深い根拠があったのであ
る。35）
結婚し子どもをもうけたこともあって、ヴァンバはすべての子どもたちにあてはまる課題
を見出した。だが、ヴァンバは「教育者でも教育学者でもな」く、「詩人であり芸術家であ
った。」そのため、むしろ「知性的で優れた言い方」でその思いを伝えようとした。すなわ
ち、詩や美しい物語、そして真実を介して、「毎日曜日にイタリア中の子どもたちに届く新
聞」で「より幸せな時」を届けようとした 36）。こうして GDD は創刊された。
それ以前にも子ども向け新聞は存在した。たとえば、1834 年にピエトロ・タウアー
（Pietro Thouar）が匿名で発刊した『子どものための新聞』（Il Giornale per i fanciulli）はその嚆矢
である。しかし、オーストリア政府の圧力もあり、短命に終わった。その後、1881 年 7 月
7 日にフェルディナンド・マルティーニ（Ferdinando Martini）編集による子ども向け新聞が刊
行され、当時の著名な作家たちが協力した。しかし、総じて 19 世紀末から 20 世紀初めの
新聞の大半は、子どもを愚かで幼稚なものとして扱っていた。また、子ども向けの著作に
おいても、子どもに対して過度の教育的道徳的意図をむき出しにするか、あるいはたわい
もない芸術や幻想を与えるか、だけのものであった 37）。
GDD は大きく 4 期に分けられる。第 1 期は 1906 年の創刊から 1911 年までで、ヴァン
バが編集長を務め、ベンポラードが出版社であった。その後中断し、再刊された第 2 期は
1918 年から 1920 年までで、ヴァンバの死後は、創刊時から関わっていたファンチュッリ
（Giuseppe Fanciulli）が編集長となった。第 3 期は 1921 年から 1924 年までで、ファンチュッ
リが編集長を続けたが、出版社はローマの Editori Alfieri & Lacroix（1921 年）、次いでミラノ
の Società Editrice Vamba/Bottega di poesia（1922－1924 年）に変わっている。第 4 期は 1925 年
から 1927 年までで、編集長はビッタレッロ（A.Bittarello）とモンダドーリ（Arnoldo Mondadori）
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が務め、ミラノの Periodici Mondadori が出版社となっている。このように、1911 年夏から
1918 年 12 月まで GDD は発行を中断したが、その間ヴァンバは、ライバルである『子ど
も郵便』（Corriere dei piccoli）にも関わった。そして、GDD 再刊から二年後の 1920 年 11 月
27 日にヴァンバは死去した。
3 ── Il giornalino della domenicaに見るヴァンバの論調
本節では、GDD 創刊当初のヴァンバの署名入り記事を中心に検討し、ヴァンバの価値観
などを抽出することにしたい。
GDD は当初、平均 3000 部印刷された。本文は平均 20 頁、挿絵や写真が多く掲載され
たのも特徴である。特に、表紙には工夫がこらされた。創刊号は五色刷りであったが、特
に創刊当初（第 28 号まで）は、優れた挿画家スカルペッリ（Filiberto Scarpelli）によって、「ガ
スコーニュ的なスタイル」の色彩画で毎号飾られた 38）。ヴァンバが表紙を重視していたこ
とを示すのが、「イタリア芸術家のコンテスト」（Concorso fra artisti italiani）と銘打った企画で、
具体的には「表紙のデッサンコンテスト」（Concorso di bozzetti per copertine）であった 39）。ここ
で求められているのは、「技術のすばらしさもさることながら、精神の善良さ、最もやさし
い事柄を純粋に表現する能力」などであり、「表紙に対する必要な要求すべてを満足させる
こと」が重要であるとしている。
GDD に関しては、多くの有力な協力者がいた。その一人が、発行人になったベンポラー
ド（Enrico Bemporad）である。ベンポラードの書店網を通じて、フィレンツェのみならず、
ミラノ、ピサ、ローマ、ナポリなどの諸都市で多くの部数が販売された。一方ヴァンバは
定期購読者の開拓に努め、創刊二年目になると倍増し、購読者数は 4000 人に上ったと見
られている 40）。
ヴァンバが GDD に期するものは、創刊号冒頭に掲げられたヴァンバの署名入り「企画
書」（Il programma）に示されている 41）。GDD は「最も有用で、最も歓迎される」雑誌となる
ことを述べ、「よきお父さんがかわいい子どもたちに用意してあげられるものである」と宣
言する。読者層は、「7 歳から 15 歳」で、「その読者のすべてを満足させ、興味を惹くことが
できる」ものにすると述べる。具体的には「小話、寓話、子ども向けの詩、短編小説、時
の話題の小論、若い少年少女向けの科学的な余談」などさまざまなジャンルを盛り込むの
で、「全員がすべてを読んでほしい」と読者に要望している。また、ヴァンバがルソーの教
育思想に触発されたことも率直に述べ 42）、GDD は読者「全員を満足させるためにできる限
りのことをするだろう」と再説している 43）。子どもたちの教育ということを強く意識しな
がらも、決して退屈させずに興味関心を育てていこうとする GDD の基本的方向性が示さ
れている。
世紀転換期のイタリアにおいて、諷刺画は極めて重要で、「独自の文化的革命」と評される
ほどであった 44）。物語は挿画を伴うことが期待され、ミラノの日刊紙『夕方郵便』（Corriere
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della Sera）を始めとして、この時期の一連の新雑誌はいずれもこの発想で編集された。ヴァ
ンバはこの点でも常に新たな進路を探し求め続けた。その典型が、「やじうま！」（Curioso！）
でヴァンバが試みた構図であった 45）。物語は、好奇心が旺盛なジーノという子どもの話し
である。主顕節（カトリックの祝日の一つで、東方の三博士がキリスト礼拝にやってきたことを
記念する 1 月 6 日の祭事（Epifania または Befana）で、クリスマスシーズンの終了を告げる日でも
ある）の前夜に子どもたちに贈り物を届ける老婆ベファーナ（Befana）が下敷きになってい
る。ジーノは、贈り物のために暖炉に靴下をぶら下げてベッドに入るが、好奇心を抑えら
れずに、煙突を上ってベファーナを見に行く。煙突から顔を出すと隣家の屋根にベファー
ナがいて、煙突からおもちゃ、お菓子、果物を投げ込んでいるところだった。ジーノの家
の煙突にも同様に贈り物をベファーナが投げ込んだため、ジーノは煙突を真っ逆さまに落
ちて、水の入ったやかんに頭から落ちてしまう。
挿絵は 7 枚で、一頁目には上部に二枚の挿絵を、下部には上部二枚分の大きな挿絵一枚
を、いずれも水平に配し、それぞれの挿絵の下に文章を記している。二頁目には、大きさ
の異なる四枚の挿絵を垂直に配し、最後のスペースに物語の続きを配した。このような構
図は斬新であった 46）。
それでは、ヴァンバは子どもたちに向けてどのようなメッセージを伝えようとしたので
あろうか。いくつかの項目に分けて検討していく。
（1）歴史的出来事と子どもたちへのメッセージ：善意と国民意識の形成
まず、「英雄の年の夜明け」（L’alba d’un anno eroico）を見てみよう 47）。1848 年は「英雄の年
であった」として、二月革命に先行してシチリアで起きた 1 月 12 日の蜂起を取り上げた
ものである 48）。ブルボン家の残虐な支配に対してパレルモの人民が立ち上がった経緯を具
体的に叙述するとともに、「人民は驚くべき正直さと公平さとを示した」と賞讃している。
加えて、パレルモの子どもたち、とりわけ貧しい漁師の子どもたちも率先して「危険に身
をさら」した。ヴァンバは、「銃剣に対して飛び込んでいったこれらの悪がきたちの勇敢さ
に勝る勇気はない」と感動をこめて述べている。そして、最後に次のように結んでいる。
子どもたちよ。……戦争は、どんなものでも、悲しみの事実である。……だが、国民
の歴史の中には、ある決定的瞬間がある。そこでは、命を取り戻すために血を流す外
科手術のように、暴力が神聖なものとなる。人民は、個人として、何よりも忍耐、寛
容、愛という資質を磨かねばならない。49）
次に、1870 年 9 月 20 日についても、ヴァンバはいくつかの記事を書いている。前述し
たようにこの日イタリア王国軍はピア門を破ってローマに入り、ローマのイタリア王国編
入を成し遂げた。「9 月 20 日」（XX Settembre）では 50）、「イタリア兵士がローマに入城した時、
私は 10 歳だった」という書き出しで始めたヴァンバは、当時フィレンツェ中で人びとが
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「首都ローマ万歳」と喚声をあげていたと記す。その後、ジャニーコロの丘に大きなガリバ
ルディの碑や像が建てられたこと、マッツィーニが常にローマを見据えていたことなどを
紹介している。最後は、現状を憂えながら子どもたちに期待する言葉で結んでいる。すな
わち、今日、
イタリアの名で、イタリアへの愛の名で、不面目と横暴の悲しい知らせが届く。辛抱
だ、私の子どもたちよ。14 年後には金婚式［＝ローマのイタリア編入から 50 周年］
だ。そして私が思うに、君たちは強い若者だ。心身ともに我々よりも一層強い若者
だ。何かをするには遅く生まれすぎ、早く生まれすぎた我々よりも一層強い若者だ。
リソルジメントやガリバルディ、マッツィーニらへの追慕の念が感じられるだけでなく、
それに直接参加できなかった世代としてのもどかしさ、子どもたちへの期待などが入り混
じっていると見ることができるのではないだろうか。
また、「ピア門」（Porta Pia）では 51）、1870 年 9 月 20 日という日は、「イタリアにとって、多
大の努力と多くの考えとの統合を象徴する日である」と述べ、ここに至るまでに多くのも
のが「平和、自由、生活を犠牲にしなければならなかった」ことに触れ、
ローマのイタリア編入とともに、私たちの国は、本来の首都を取り戻し、本来の心を
取り戻し、本来の精神を形成した。だが、まだ多くのやらなければならないことが残
っていた。
として、長年を経過した今日でも「祖国はできた、だがまだ完成していない」と、警鐘を
鳴らしている。
人物への仮託として目を引くのが、ガリバルディへの言及である。7 月 7 日はガリバル
ディの誕生日で、生誕百年に当たる 1907 年 7 月 7 日付の GDD は、さながら「子どもたち
のためのガリバルディの特別号」の様相を呈することが予告されている（Il numero di
Garibaldi）52）。その予告では、以前から「特別号」の準備を重ねてきたことが強調され、詩
人、画家、政治家たちを含む各方面から資料提供や挿絵、写真などに関して協力を得たこ
とを記している。その上で、これらの資料は「獅子のような大胆さと子どものような天真
爛漫さとを持ち合わせたガリバルディというこの人物の栄光について、イタリアの子ども
たちに提供される」としている。そして、子どもたちに向かって「あなた方が弱気になり
落胆したときに、ガリバルディについて考え、ガリバルディを思い出すこと」が大切だと
する。なぜなら、「この大人物について読むことは、──その各々の行動は激励の言葉であ
り、忠告であった──あなた方の精神を鍛えるだろうし、あなた方を立ちなおさせるであ
ろうし、よいことを行わせ、行うようになるだろう」からである。
「特別号」に掲載された「君たちはガリバルディのような人になりたいかい？」（Volete voi
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essere garibaldini?）というヴァンバの論考は 53）、冒頭で「君たちはガリバルディのようにな
れる」と断言し、「ガリバルディは悪魔でも天使でもありません。……ガリバルディは一人
の人間でした。そして、人間の生き方を生きたのです」、換言すれば、「ガリバルディは一人
の人間で、人間の弱さも長所も持っている」が、たとえガリバルディの「天分」のような
「長所」に恵まれなかったとしても、「善意」（bontà）において「君たち」もガリバルディのよ
うになれるのだとする。
ここからヴァンバにとっての重要な価値の一つが窺える。それは「善意」である。ヴァ
ンバは「善意」について、「天分」などよりも「いっそう単純明快ですべての人において可
能」であるという。具体的な事例として、ガリバルディが幼少時から人助けをしてきたこ
とを挙げ、弱者に対する迫害に加担してはならず、「迫害された人々を擁護しなさい。……
それがよきガリバルディのような人物の行いです」とする。この弱者には人間だけではな
く、小動物も含めている。「罪のない小動物を痛めつけて楽しんでいるような子どもたち」
に対して、ガリバルディは子どもの頃から「このような残酷さに対して反抗しました。」す
なわち、
ガリバルディは、人間にも動物にも悪いことをしなかったのです。そして、いつもよ
いことをしようと努めていました。ですが、よいことをしても少しも自慢げに話さな
かったのです。
とヴァンバは続けている。写真で掲載した直筆の手紙に触れ、ガリバルディの達筆さを指
摘し、ガリバルディは「その美筆を使って生活の糧を得ることができた」と実用的な利点
にも触れて、「習字の勉強を」するよう強調している。
また、ガリバルディは法なくして秩序はなく、秩序なくして平和もないということを理
解していたとして、「ガリバルディは、掟（法）の適用において揺るがない点では厳しかっ
た」として、事例を挙げて紹介している。ガリバルディは「愛国心においてかくも気高い
人間であった」し、「ガリバルディが忠誠をかけた祖国イタリアの希望は君たちにある」と
述べ、ガリバルディの「美徳」を継承すべきことを強調しつつ、「もしガリバルディのよう
な人物に君たちがなりたいのならば、行動において夢を持ちなさい」と子ともたちに伝え
ている。
ガリバルディについてヴァンバはその他にも記事を書いている 54）。ガリバルディがフィ
レンツェを訪れた際に実見した思い出を綴った文章では、ガリバルディの「ローマは我々
のものだ。我々がためらうならば、不名誉で覆われるだろうし、我々をイタリア人だとい
うこともできなくなるだろう。」という言葉を紹介している 55）。
ヴァンバのガリバルディへの敬慕の念の強さと、そこに込められたイタリアの統一と自
由、さらにはイタリア人としての国民意識形成を重視し、子どもたちにもそれを期待して
いることが看取できよう。だが、リソルジメントに関わる人物たちの記憶を残す方法につ
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いては、苦言を呈してもいる。シエーナのパーリオ（7 月 2 日と 8 月 16 日に中世の服装で行
われる、市内の地区対抗競馬）を見に行った子どもの頃の回想を綴った文章で、カンポ広場
がヴィットーリオ・エマヌエーレ広場と改称されたことについて、あるシエーナの紳士の次
のような言葉を引いている 56）。
私たちシエーナの住民にとっては、名前が変わろうとも、この広場は常にカンポ広場
であるだろう。私は、歴史的伝統や有用な地形的規準によってつけられた名前をすで
に有している通りや広場に、彼らの名前をつけて、リソルジメントの主要人物を顕彰
しようという熱望がわからない。ヴィットーリオ広場、ガリバルディ通り、カヴール
通り、マッツィーニ小路は、イタリア中すべての町に共通している。これら各々か
ら、それぞれの歴史の活き活きとした記憶、すなわち、その特徴を奪ってしまう一
方、イタリア中に奇妙でうっとうしい画一性をもたらす。
この件にはヴァンバの考えが反映されているのではないだろうか。
（2）人物と子どもたちへのメッセージ：善意とやさしさと国民意識
1906 年のノーベル文学賞は、詩人でボローニャ大学教授でもあるジョスエ・カルドゥッ
チに与えられた。カルドゥッチは、ガリバルディを賞讃し、共和主義思想を鼓吹した 57）。
『魔神に捧ぐる頌』（1863 年作、1865 年出版）などの詩が有名で、当時から日本でもその名は
知られていた 58）。ノーベル文学賞受賞に際してカルドゥッチについて記した文章で 59）、カ
ルドゥッチの「芸術の偉大さは、これまでイタリア以外では、余りにも過少に評価されて
きた」として、ヴァンバはその受賞を祝福し、その意義を強調した。そして、子どもたち
に、カルドゥッチは「現代の詩人の中で、最も偉大で、高貴である」として次のように伝
えている。
カルドゥッチは、善意、やさしさ、強靭で忍耐強い仕事への称賛から着想を得てい
る。……カルドゥッチは、多くの者に多くの気遣いをする最強の闘士でありながら、
想像しうる限りの最も温和な精神を持っている……カルドゥッチは、イタリアに国民
意識を与え、その弱さから、その不安から、その誤りから解放しようとしてきた。
カルドゥッチが亡くなった直後の号に、ヴァンバは「子どもたちの中のカルドゥッチ」（Giosuè
Carducci tra i ragazzi）と題する記事を掲載した 60）。「子どもたち」とは Capitan Fracassa に集う
ヴァンバらを指し、そこに出入りしていたカルドゥッチとの思い出を追想したものであ
る。カルドゥッチは「いつもすばらしかったし、気さくであったし、陽気であった」とし
ている。そして、カルドゥッチがボローニャ大学教授在職 35 周年記念日に行ったスピー
チで、若者たちに向けて「イタリアの真髄には、偉大、自由、正義、人間性、がある」と
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語ったことを紹介している。ヴァンバは子どもたちにこれを記憶に留めておくように語
り、「学びなさい。イタリア人でありなさい」と伝えている。
『ピノッキオの冒険』の作者コッローディについてもヴァンバは記事を書いており 61）、コ
ッローディを次のように称えている。
コッローディは、君たちに興味を抱かせ、感動させるためのより優れた美徳を持って
いた。リソルジメントの英雄時代には祖国の兵士となり、勇敢な人物と尊敬され、圧
制者に対して戦った。コッローディは、繊細で優雅な感情に満ちた心を持ち、……い
かに著名であっても、彼は温厚で善良な人間であった。……コッローディは、……そ
の登場人物たちの中で、……君たちを活き活きと描写し、君たちに語らせることがで
きたのだ。君たちの善悪の性質すべてを描いた。君たちを中傷することも君たちに媚
びることもなく、君たちすべてを天使に描くこともなく、また悪魔に描くこともな
く、君たちのあるがままの生活を描いたのだ。
そして、ピノッキオを引きながら、逆に「操り人形になる多くの人間たちの事件に君たち
が泣いたり笑ったりするはずの時代が来るだろう」と憂いを込めた危惧を示している。
また、女性についても積極的に取り上げている。「グアルベルタ・ベッカーリ」（Gualberta
Beccari）はその一例である 62）。1906 年 9 月 24 日に亡くなり、ボローニャで埋葬されたベ
ッカーリについて、その人生は「短く、簡明で、偉大である」とした上で、「善のための戦
いと苦しみに生きた女性の歴史、他人のために生き、他人のために死んだ」と記してい
る。ベッカーリが弱冠 20 歳で『女性』（La Donna）という雑誌を発行したことに触れ、「今日
では、女性の権利について語ることも多くなり、容易になった」が、当時はそうではな
く、先鞭をつけたベッカーリを「今日のイタリア文学を飾る最も美しい女性の天才である」
と称賛している。
（3）寓話と子どもたちへのメッセージ：善行のすすめ
ヴァンバは、既存の寓話だけでなく、短編寓話を創作し、そこから何らかのメッセージ
を子どもたちに伝えようと考えた。具体例を紹介しよう。二枚の縦長の挿画とその左右に
4 行詩を並べた「チャンベッラ」（La ciambella、チャンベッラはリング状の菓子）は、ヴァンバ
自ら詩とうたっている 63）。荒筋は以下の通りである。窓際で机に向かっていた子どもが通
りを歩くさまざまな売り子の声に、勉強するのも気がそぞろになっている。そこにチャン
ベッラ菓子を売る売り子の声がし、焼いたチャンベッラ菓子の砂糖の輝きが目に入り、甘
い香りも漂ってくる。そこで、窓から釣り針をたらしてチャンベッラ菓子を失敬しようと
するのだが、結局うまくいかずに騒ぎとなる。ヴァンバは、「この小話から、教訓を引き出
してほしい。すべてのチャンベッラ菓子はみな穴が開いているわけではない」（いつも期待通
りいくとは限らない）と締めくくっている。
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また、両親のいる子ども、父親がおらず母親だけの子ども、両親ともにいない「貧しい
孤児」の子どもの三人を登場させ、四つの小話からなる「子どもの世界」（Mondo Piccino、フ
ランス語からの翻案で）は、「よいことをする」意味を説き、「子どもたちよ、得になるために
よいことをしてはいけない。だが、よいことをすることはよいことなので、よいことをし
なければいけない」としている 64）。
（4）日本イメージ：善行の報い
GDD には、日本についてのイメージを窺わせる素材もある。読者とのやり取りは GDD
の大きな特色であるが、「海岸や田舎からの通信（中産階級の別荘での避暑）」と題して、多く
の写真を掲載して各地の子どもたちの様子を報じた 65）。その中に、全く説明はないものの
「日本の子ども」とのキャプション付で木陰に涼む洋装の母子の写真が掲載されている。ま
た、「河馬の思い出」（Ricordi d’un Ippopotamo）という寓話小説の一節で、「かわいらしい日本女
性の手をとって進んだ」とのキャプションを付した挿画付きで、日本式の結婚式の模様が
描かれている 66）。しかしながら、花嫁の着物の描き方は振袖とも小袖ともつかぬだらりと
したもので、正確とはいえない。同様のことは、イギリスの子どもから寄せられた手紙を
紹介した件でも当てはまる。イギリスの子どもが学校で作った二枚の絵を GDD に送って
くれたとして、それらの絵を掲載している。一つはジャムの瓶とケーキを描いたもので、
もう一つは、「極東を思い描いたもので、黄色い厳しい顔つきの日本の高官を再現したもの」
と説明されている。だが、髷とも辮髪とも判別がつかぬ頭髪と長い顎鬚とを見ると、日本
と中国とのイメージの混同は否めない 67）。
注目されるのは、日本の民話として「花咲爺」を翻訳してほぼ正確に物語を掲載してい
ることである 68）。しかも出典は不明ながら、「わるいとしよりはいぬをころします」・「大名
と悪い老人」と日本語で記された挿画が二枚添えられている（前者はイタリア語の翻訳がキ
ャプションに添えられている）。善行と美徳を強調している点は言うまでもないが、悪い老人
が犬を殺したことについて、「（この物語で）おきたことをどう考えるか、子どもたちよ。犬
や猫に残酷に当たることはとてもよくない」と、動物虐待を戒める一文を挿入している。
── おわりに
ヴァンバは子どもたちに対して、常に二人称親称（tu あるいは voi）で呼びかけた。そこ
には子どもたちをあるがままに、そして対等の仲間あるいは友だちとして捉える姿勢が現
れている。だが、馴れ合いや迎合とは無縁であった。極めて高い教育者としての意識がヴ
ァンバにあったことは「企画書」からも窺える。同時に、現実と乖離した物語を呈示する
のではなく、現に存在する生活や自然、社会ならびに国家といったものから一定の概念や
メッセージを伝えようとした。その意味でヴァンバは、子どもたちを愚かで幼稚なもので
はなく、対等の存在として扱った。この点は、従前の「過度の教育的道徳的意図をむき出
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しにするか芸術や幻想を与えるか」69）という対応とは確かに異なるものであった。
ヴァンバには二つの基軸となる価値があったといえよう。一つはイタリア国民としての
意識形成とイタリアの統一であり、もう一つは人間としての善良さ、正直さ、誠実さ、温
厚さ、であった。イタリアの将来を担う子どもたちに、寓話や小話、小説や歴史的人物に
ついての物語など、さまざまな素材を介して、繰り返しこの二つの価値を伝えようとした
のである。
だが、これらの価値を子どもたちに伝えようとしながらも、ジョリッティ時代という現
実の中において、一抹の不安がヴァンバにあったといえよう。コッローディについて記し
た文章の末尾は、まさにその不安を象徴している。ジャン・ブラスカが矛盾した社会に突っ
込んでいくように、GDD で育った子どもたちは、ここから 10 年と経たずに第一次世界大
戦に直面し、「トレントやトリエステの最前線で彼らの血を流しに出かけた。その前に彼ら
は幼少期に新聞を購読していたが、そこで繰り返された言説、そこで培われ経験した理念
が心中にあった」と指摘されている 70）。
これはヴァンバの望むところであったのだろうか。「祖国愛」を重視するヴァンバであれ
ば、望むところであったのかもしれない。しかしながら、平和とも結びつけて善良さとい
う価値を強調しながら、それとは反対の方向に子どもたちを向かわせていったとすれば、
大いに矛盾するところであろう。
ヴァンバのいわば主観的善意が、現実には逆の方向に働いた可能性は十分にあるといわ
ざるを得ない。ヴァンバの基軸となる二つの価値は、実は根源的に背馳する二面性を抱え
たものであったのかもしれない。そこにこそファシズムが付け込む余地があったと見るの
は穿ち過ぎであろうか。
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